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  作者 → 語り手  ──────────────→  聞き手 → 読者 
            種々の表現者と受け手 
 [日常のテクスト] 








          ―作中人物の知覚を情報源として語る……Ｂ-１知覚利用の語り① 
作中人物が語る形式――作中人物が言語化していない内容………Ｂ-２知覚利用の語り② 

























































 『三四郎』は、テイル形とテイタ形がおよそ 7：3 の割合、デアル形とデアッタ形がおよ

























































 １ 引用構文の一部（かぎ括弧がない場合） 
 ２ 引用構文発言 
  2.1 発言の前後に地の部分がある場合 
  2.2 発言の前に地の部分がある場合 
  2.3 発言の後に地の部分がある場合 
 ３ 独立発言 
  3.1 発言を指し示す指示語が地の文にある場合 
  3.2 発言の引用を示す動詞(句)が地の文にある場合 





















































































































  Ａ：現在の自分の立場で当時を語る 
  Ｂ：当時の自分の立場で語る 




































































  作者  語り手  ──────────────→  聞き手  読者 
            種々の表現者と受け手 
 [日常のテクスト] 
























































   ガードナー夫人は雷雨のため一晩中眠れなかったのだから、夫が家を出たら、気づ
いたはずだと言った。だから自分は夫が無罪なのを知っているのだ、と彼女は言った。 




















































































  （後略） 













   その手紙を、彼は五回もくり返して読んだ。短い手紙だったから、文章は全部暗記
していた。桂子からの縁切り状だった。一度縁を切って去った女からの、二度目の縁
切り状だった。 





































   かれは、西蜀（四川省）のうまれである。 
   郷里を離れて四十年、各寺を遍歴しつつ修行し、ことし六十一歳になる。 




































































































































































  （中略）  















































   間接話法とは、他人のことばを自分のことばに置き換えて提示する形式を指す。 
   直接話法被伝達部において時・場所・人称などを表す直示表現は、もとの発話者の
視点を反映するが、間接話法では、伝達部と被伝達部の直示表現は、通常、引用者の
視点を反映しなければならない。（英語の場合） 
























































   ガードナー夫人は雷雨のため一晩中眠れなかったのだから、夫が家を出たら、気づ
いたはずだと言った。だから自分は夫が無罪なのを知っているのだ、と彼女は言った。 






























  と一人が手巾で額を拭きながら立ち留つた。 
   「何所か己にも判然せんがね。何所から登つたつて、同じ事だ。山はあすこに見え
て居るんだから」 
  と顔も体躯も四角に出来上つた男が無雑作に答へた。 
   反を打つた中折れの茶の廂の下から、深き眉を動かしながら、見上げる頭の上には、
微茫なる春の空の、底迄も藍を漂はして、吹けば揺くかと怪しまるゝ程柔らかき中に
屹然として、どうする気かと云はぬ許りに叡山が聳えてゐる。 
   「恐ろしい頑固な山だなあ」と四角な胸を突き出して、一寸桜の杖に身を倚たせて
居たが、 
   「あんなに見えるんだから、訳はない」と今度は叡山を軽蔑した様な事を云ふ。 
   「あんなに見えるつて、見えるのは今朝宿を立つ時から見えて居る。京都へ来て叡
山が見えなくなつちや大変だ」 
   「だから見えてるから、好いぢやないか。余計な事を云はずに歩行いて居れば自然
と山の上へ出るさ」 
   細長い男は返事もせずに、帽子を脱いで、胸のあたりを煽いで居る。日頃からなる
廂に遮ぎられて、菜の花を染め出す春の強き日を受けぬ広き額丈は目立つて蒼白い。 
   「おい、今から休息しちや大変だ、さあ早く行かう」 
   相手は汗ばんだ額を、思ふまま春風に曝して、粘り着いた黒髪の、逆に飛ばぬを恨
む如くに、手巾を片手に握つて、額とも云はず、顔とも云はず、頸窩の尽くるあたり
迄、苦茶々々に掻き廻した。促がされた事には頓着する気色もなく、 
   「君はあの山を頑固だと云つたね」と聞く。 
   「うむ、動かばこそと云つた様な按排ぢやないか。かう云ふ風に」と四角な肩をい
とゞ四角にして、空いた方の手に栄螺の親類をつくりながら、聊か我も動かばこその
姿勢を見せる。 
   「動かばこそと云ふのは、動けるのに動かない時の事を云ふのだらう」と細長い眼
の角から斜めに相手を見下した。 
   「さうさ」 
   「あの山は動けるかい」 
   「アハヽヽ又始まつた。君は余計な事を云ひに生れて来た男だ。さあ行くぜ」と太
い桜の洋杖を、ひゆうと鳴らさぬ計りに、肩の上迄上げるや否や、歩行き出した。瘠
せた男も手巾を袂に収めて歩行き出す。 
   「今日は山端の平八茶屋で一日遊んだ方がよかつた。今から登つたつて中途半端に
なる許りだ。元来頂上まで何里あるのかい」 
   「頂上まで一里半だ」 
（中略） 
















   歌島に眺めのもつとも美しい場所が二つある。一つは島の頂ちかく、北西にむかつ
て建てられた八代神社である。 
   ここからは、島のその湾口に位ゐしてゐる伊勢海の周辺が隈なく見える。北には知
多半島が迫り、東から北へ渥美半島が延びてゐる。西には宇治山田から津の四日市に
いたる海岸線が隠見してゐる。 














































































































































 語り手が語る形式 ――語り手が知っていることを語る…………Ａ語り手の立場の語り 
           ―作中人物の知覚を情報源として語る……Ｂ-１知覚利用の語り① 
 作中人物が語る形式――作中人物が言語化していない内容………Ｂ-２知覚利用の語り② 




















































   「御勉強ですか」と丁寧に聞いた。14 先生は顔丈後へ捩ぢ向けた。15 髭の影が不明
瞭にもぢやもぢやしてゐる。16 写真版で見た誰かの肖像に似てゐる。 














































































   三輪田のお光さんと同じ色である。国を立つ間際迄は、御光さんは、うるさい女で
あつた。傍を離れるのが大いに難有かつた。けれども、斯うして見ると、御光さんの
様なのも決して悪くはない。 




























   4 細君の眼はもう天井を離れてゐた。5 然し判然何処を見てゐるとも思へなかつた。





































【28】 1 彼は仕舞に投げるやうに洋筆を放り出した。 
   「もう已めだ。何うでも構はない」 
   2 時計はもう一時過ぎてゐた。3洋燈を消して暗闇を縁側伝ひに廊下へ出ると、突当
りの奥の間の障子二枚丈が灯に映つて明るかつた。4健三は其一枚を開けて内に入つた。 


































   「御邪魔なら帰ります。別段の用事でもありません」 
   「いや、帰つてもらふ程邪魔でもありません。此方の用事も別段の事でもないんだ
から、さう急に片付ける性質のものを遣つてゐたんぢやない」 
   2 三四郎は一寸挨拶が出来なかつた。3然し腹のうちでは、此人の様な気分になれた
ら、勉強も楽に出来て好からうと思つた。4しばらくして、斯う云つた。 
   「実は佐々木君の所へ来たんですが、居なかつたものですから……」 
   「あゝ。与次郎は何でも昨夜から帰らない様だ。時々漂泊して困る」 
   「何か急に用事でも出来たんですか」 
36 
 
   「用事は決して出来る男ぢやない。たゞ用事を拵へる男でね。あゝ云ふ馬鹿は少な
い」 
   5 三四郎は仕方がないから、 
   「中々気楽ですな」と云つた。 
（『三四郎』七の一：458-459） 



















場合が多い。前掲の【28】の 10 から 11 にかけてはこの例である。10 で語り手の立場から



































反古が積る許だ。7 実に詰らない。8 と嘆息してゐた事がある。9 三四郎は広田の机の
上を見て、すぐ与次郎の話を思ひ出した。 
   「御邪魔なら帰ります。別段の用事でもありません」 
（『三四郎』七の一：458） 











   「でも佐々木君は、大いに先生に敬服して、蔭では先生の為に中々尽力してゐます」
と云ふと、先生は真面目になつて、 





















   三四郎は此出立で、与次郎と二人で西洋軒の玄関に立つてゐた。 
         （中略） 
















































































































    一の六  









   25 開けて見ると新聞には別に見る程の事も載つてゐない。26 一二分で通読して仕舞
つた。27 律義に畳んで元の場所へ返しながら、一寸会釈すると、向でも軽く挨拶をし
て、 
   「君は高等学校の生徒ですか」と聞いた。 
    （中略） 
   28 三四郎はそれを機会に、 
   「あなたは何方へ」と聞いた。 














































































   「御勉強ですか」と丁寧に聞いた。14 先生は顔丈を後へ捩ぢ向けた。15 髭の影が不
明瞭にもぢやもぢやしてゐる。16 写真版で見た誰かの肖像に似てゐる。 




















































   7 三輪田の御光さんと同じ色である。8国を立つ間際迄は、御光さんは、うるさい女
であつた。9 傍を離れるのが大いに難有かつた。10 けれども、斯うして見ると、御光
さんの様なのも決して悪くはない。 









   21 其寐てゐる間に女と爺さんは懇意になつて話を始めたものと見える。22 眼を開け
た三四郎は黙つて二人の話を聞いて居た。23 女はこんな事を云ふ。―― 
（『三四郎』一の一：273-274） 
























































  冒頭 中間 終末 合計 
『道草』 
80 72 69 221
20 28 31 79
（3） （23） （41） （67）
『三四郎』 
51 36 74 161
49 64 26 139

















































   「御勉強ですか」と丁寧に聞いた。14 先生は顔丈後へ捩ぢ向けた。15 髭の影が不明
瞭にもぢやもぢやしてゐる。16 写真版で見た誰かの肖像に似てゐる。 






ちやあ、反古が積る許だ。23 実に詰らない。24 と嘆息してゐた事がある。25 三四郎は
広田の机の上を見て、すぐ与次郎の話を思ひ出した。 
   「御邪魔なら帰ります。別段の用事でもありません」 
   「いや、帰つてもらふ程邪魔でもありません。此方の用事も別段の事でもないんだ
から。さう急に片付ける性質のものを遣つてゐたんぢやない」 
   26 三四郎は一寸挨拶が出来なかつた。27 然し腹のうちでは、此人の様な気分になれ
たら、勉強も楽に出来て好からうと思つた。28 しばらくしてから、斯う云つた。 
   「実は佐々木君の所へ来たんですが、居なかつたものですから……」 
   「ああ。与次郎は何でも昨夜から帰らない様だ。時々漂泊して困る」 
   「何か急に用事でも出来たんですか」 
   「用事は決して出来る男ぢやない。たゞ用事を拵へる男でね。あゝ云ふ馬鹿は少な
い」 
   29 三四郎は仕方がないから、 
   「中々気楽ですな」と云つた。 










 【43】の 1はＢ-２、2はＡ、3～5はＢ-２。（3と 4は、連続した文である）6はＡ、7～



























         七の二 












 30 はＡである。31 は、三四郎の知覚したことを三四郎が語る形式となっていて、Ｂ-２
と考えられる。32 は、三四郎が回想していると考えればＢ-２、語り手が三四郎の行為を語






あることが分かる。前文の 34 は三四郎の立場の語りではないので、35 をＢ-２とすること
はできない。しかし、35 は三四郎の認識を表していると思われるのでＢ-１とする。36 と
37 は、三四郎の認識の表現なのでＢ-２である。38 は、Ａである。 




41 は、Ｂ-２ともＢ-１とも考えられるが、40 と同様にＢ-１としておく。42 はＡである。

























多くない。なお、文に付した番号が 26 からになっているのは、テクストの冒頭の文を 1と
設定したためである。 
 
【45】 26 眼を開けた三四郎は黙って二人の話を聞いて居た。27 女はこんな事を云ふ。―
― 
      （中略） 











        一の二 



















   54「御免なさい」と云つた。 
（『三四郎』一の一～一の二：274-276） 



















また、39 まで語り手の語りであることから、40 と 41 もそれを引きついでいるように考え






当であろう。45 と 46 はＢ-１である。47～50 はＡである。51 はＢ-１と考えられる。前後
の語りから考えて、ここだけ三四郎が、「出てゐた」と気づき表現の語りをするとは考えに





















   「どうも妙な顔だな。如何にも生活に疲れてゐる様な顔だ。世紀末の顔だ」と批評
し出した。4三四郎は、此批評に対しても依然として、 








































   3 彼の身体には新しく後に見捨てた遠い国の臭がまだ付着してゐた。4彼はそれを忌
んだ。5一日も早く其臭を振ひ落さなければならないと思つた。6さうして其臭のうち
に潜んでゐる彼の誇りと満足には却つて気が付かなかつた。 









   13 彼は知らん顔をして其人の傍を通り抜けようとした。14 けれども彼にはもう一遍
此男の眼鼻立を確める必要があつた。15 それで御互が二三間の距離に近づいた頃又眸
を其人の方角に向けた。16 すると先方ではもう疾くに彼の姿を凝と見詰めてゐた。 






 1～7 はすべてＡ。 
 8～10 はＡ。11 は前半が健三の知覚だが、後半は語り手の語りなので、Ａとしておく。
12 はＡ。13～15 はＡ。16 と 17 はＢ-１。18 と 19 は、Ａ。20 はＢ-１。21 はＡ。 
 次の【48】は、【47】に続く部分である。 
 
【48】 22 彼は此男に何年会はなかつたらう。23 彼が此男と縁を切つたのは、彼がまだ廿
歳になるかならない昔の事であつた。24 それから今日迄に十五六年の月日が経つてゐ
るが、その間彼等はつひぞ一度も顔を合せた事がなかつたのである。 







 22 と 23 はＡ。24 は、前半が健三の知覚のようにも解釈できるが、後半は語り手の語り
なので、Ａとしておく。健三が 24 のようにその時思考したかというと、していないのでは




















 30 と 31 はＡ。32 と 33 はＢ-１。34 は健三の内的状態を対象化して語っているのでＡ。















【50】 1 健三はすぐ奥へ来て細君の枕元に立つた。 
   「何うかしたのか」 
   2 細君は眼を開けて天井を見た。3健三は蒲団の横からまた其眼を見下した。 
   4 襖の影に置かれた洋燈の灯は客間のよりも暗かつた。5細君の眸が何処に向つて注
がれてゐるのか能く分らない位暗かつた。 
   「何うかしたのか」 
   6 健三は同じ問をまた繰り返さなければならなかつた。7それでも細君は答へなかつ
た。 
   8 彼は結婚以来斯ういふ現象に何度となく遭遇した。9然し彼の神経はそれに慣らさ
れるには余りに鋭敏過ぎた。10 遭遇するたびに、同程度の不安を感ずるのが常であつ
た。11 彼はすぐ枕元に腰を卸した。 




 1 はＡ。健三の発言のあと、2 はＢ-１、3 はＡ、4 と 5 はＢ-１。続いて健三の発言のあ
と、6はＡ、7はＢ-１、8はＡ。8は日常的に繰り返される事態を表現している。9もＡ。9
は健三の性質・属性を表現している。10 もＡで、日常的に繰り返される事態を表現してい













   19 細君の眼はもう天井を離れてゐた。20然し判然何処を見てゐるとも思へなかつた。
21 黒い大きな瞳子には生きた光があつた。22 けれども生きた働が欠けてゐた。23 彼女
は魂と直接に繋がつてゐないやうな眼を一杯に開けて、漫然と瞳孔の向いた見当を眺
めてゐた。 
   「おい」 
（『道草』五十：151） 
 12 は、健三が見ていた内容かどうか判別しにくいが健三の目に入っていたと考え、Ｂ-
１とする。同様に 13 と 14 もＢ-１。15～18 は健三を対象化しているのでＡとする。 






【52】 24 健三は細君の肩を揺つた。25 細君は返事をせずに只首丈をそろりと動かして心
持健三の方に顔を向けた。26 けれども其処に夫の存在を認める何等の輝きもなかつた。 
   「おい、己だよ。分るかい」 
   27 斯ういふ場合に彼の何時でも用ひる陳腐で簡略でしかもぞんざいな此言葉のうち
には、他に知れないで自分にばかり解つてゐる憐憫と苦痛と悲哀があつた。28 それか
ら跪まづいて天に禱る時の誠と願もあつた。 
   「何うぞ口を利いて呉れ。後生だから己の顔を見て呉れ」 















【53】 32 細君の眼は突然平生の我に帰つた。33 さうして夢から覚めた人のやうに健三を
見た。 
   「貴夫？」 
   34 彼女の声は細くかつ長かつた。35 彼女は微笑しかけた。36 然しまだ緊張してゐる
健三の顔を認めた時、彼女は其笑を止めた。 
   「あの人はもう帰つたの」 
   「うん」 
   37 二人はしばらく黙つてゐた。38 細君は又頸を曲げて、傍に寐てゐる子供の方を見
た。 
   「能く寐てゐるのね」 
   39 子供は一つ床の中に小さな枕を並べてすやすや寐てゐた。 
   40 健三は細君の額の上に自分の右の手を載せた。 
   「水で頭でも冷して遣らうか」 
   「いゝえ、もう好ござんす」 
   「大丈夫かい」 
   「えゝ」 
   「本当に大丈夫かい」 
   「えゝ。貴夫ももう御休みなさい」 
   「己はまだ寐る訳に行かないよ」 
   41 健三はもう一遍書斎へ入つて静な夜を一人更かさなければならなかつた。 
（『道草』五十：152-153） 
























   「すべて余計な事だ。人間の小刀細工だ」 
   41 実際彼の周囲には大晦日も元日もなかつた。42 悉く前の年の引続きばかりであつ
た。43 彼は人の顔を見て御目出たうといふのさへ厭になつた。44 そんな殊更な言葉を
口にするよりも誰にも会はずに黙つてゐる方がまだ心持が好かつた。 
   45 彼は普通の服装をしてぶらりと表へ出た。46 成るべく新年の空気の通はない方へ
足を向けた。47 冬木立と荒れた畠、藁葺屋根と細い流、そんなものが盆槍した彼の眼
に入つた。48 然し彼は此可憐な自然に対してももう感興を失つてゐた。 











 40 はＡ。発言を挟んで、41～48 もＡ。49～51 はＢ-１。52～57 はＡ。このあたりのＡは、
主に健三のことを対象化した語りであるが、健三の心理も含まれている。 









   66 予定の枚数を書き了へた時、彼は筆を投げて畳の上に倒れた。 
   「あゝ、あゝ」 
   67 彼は獣と同じやうな声を揚げた。 




   「矢つ張御兄さんか比田さんに御頼みなさるより外に仕方がないでせう。今迄の行
掛りもあるんだから」 
   「まあ左右でもするのが、一番適当な所だらう。あんまり有難くはないが。公けな
他人を頼む程の事でもないから」 
   73 健三は津守坂へ出掛けて行つた。 
（『道草』百一：312-313） 
 62～66 まですべてＡ。発言を挟んで 67～70 はＡ。71 は健三の意識を反映しているので




















8.2 冒頭 15％の調査 








『三四郎』    「道草」  
  文数 830 文中
の割合 
 
  文数 510 文中
の割合 
Ａ-１ 131 15.8%  Ａ-１ 171 33.5%
Ａ-２ 224 27.0%  Ａ-２ 282 55.3%
Ｂ-１ 277 33.4%  Ｂ-１ 56 11.0%
Ｂ-２ 144 17.3%  Ｂ-２ 1 0.2%
Ｃ 54 6.5%  Ｃ 0 0.0%











































   ①善太がお使から帰って来ると、玄関に子供の靴と女の下駄がぬいであった。②『三
平らしいぞ』③思はず微笑が頰にのぼって来る。④それでも真面目くさって、 
   「唯今。」 
    と、上にあがって行く、⑤座敷で、お母さんと鵜飼のをばさんとが話してゐる。
⑥お辞儀をして側に坐る。⑦「三平チャンは？」ときゝたいのだけれど、何故か、
その言葉が出てこない。⑧立つて、その辺を歩いて見る。 
  「第７文では、（中略）第 3 文の場合と同じく、『言葉が出て来ない』の『て来る』の













































































    ―イヤ、マダ決マッテイナイ。／決マラナイ。 















































































  (1)文の内容を対象化する。 











































































   其時突然奥の間で細君の唸るやうな声がした。健三の神経は此声に対して普通の人
以上の敏感を有つてゐた。彼はすぐ耳を峙てた。 
   「誰か病気ですか」と島田が訊いた。 
   「えゝ妻が少し」 
   「左右ですか、それは不可せんね。何処が悪いんです」 


















































































































































  闇の中で煙草の火口が赤く点っている。 
  「勝呂か」屋上に出た戸田は低い声で訊ねた。 
  「ああ」 
  「お前、煙草、喫ってんのか」 
  勝呂は返事をしなかった。彼は屋上の手摺りに靠れて、あごを両手の上においたまま
前をむいている。Ｆ市は今夜も灯を消して空襲にそなえていた。 















































































































































































































文は、2279 文で全体の 49.2％であった。内訳は、テイル形 524 例（テイル形とテイタ形の
76 
 
合計のうち 74.6％）、デアル形 35 例（デアル形とデアッタ形の合計のうち 70.1％）、ノダ
形 27 例（ノダッタ形の用例はなし）、動作性動詞の非タ形 528 例（非タ形とタ形を合計し
たもののうち 23.5％）。その他の非タ形 1118 例（非タ形とタ形を合計したもののうち
71.9％）。これに対して、『道草』の地の文全体 3337 文のうち、非タ形文末の文は 72 文で
2.2％であった。『道草』の非タ形の内訳は、「のである」が 47 例、疑問形･推量形 9例、倒
置文 9例、「そうである」2例、「ている」1例、「ものである」1例、「からである」1例、「違






 調査の対象は、『三四郎』の地の文の冒頭 15％にあたる 830 文、同様に『吾輩は猫である』










 『三四郎』の冒頭から 15％の 830 文の地の文を調査したところ、非タ形文末の文は 372
文で 44.8％であった。また、主人公である三四郎の知覚や認識を通した非タ形文末の文は

















   やがて二人の間に果物を置いて、 
   「食べませんか」と云つた。 




























  けれども相手はそんな事に一向気が付かないらしい。やがて、 
   「東京は何所へ」と聞き出した。 
   「①実は始めてで様子が善く分らんのですが……差し当り国の寄宿舎へでも行かう
かと思つてゐます」と云ふ。 
   「ぢや熊本はもう……」 
   「今度卒業したのです」 




   三四郎は聊か物足りなかつた。其代り、 
   「えゝ」と云ふ二字で挨拶を片付た。 
   「②科は？」と又聞かれる。 
   「一部です」 
   「法科ですか」 
   「いゝえ文科です」 





































































   「床を取つて呉れ。寝るんだ」 
   「はい」 





   健三が眼を塞いでうつらうつらしてゐると、細君が枕元へ来て彼の名を呼んだ。 
   「あなた御飯を召上がりますか」 
   「飯なんか食ひたくない」 
   細君はしばらく黙つてゐた。けれどもすぐ立つて部屋の外へ出て行かうとはしなか
つた。 
   「あなた、何うかなすつたんですか」 
   健三は何にも答へずに、顔を半分ほど夜具の襟に埋めてゐた。細君は無言のまゝ、
そつと其手を彼の額の上に加へた。 















 『吾輩は猫である』の冒頭から 10％の 662 文、『三四郎』の冒頭から 15％の 830 文、『道





【表 1】 文末のタ形の用例と回想の用例 
 調査用例 タ形文末の用例 回想 
『吾輩は猫
である』 


























 『吾輩は猫である』冒頭 662 文の中で、回想を除いた猫の「タ」の使用は 36 例で、タ形

































































































































































































 2 節での調査範囲と同様に『三四郎』冒頭の地の文の 15％にあたる 830 文を調査範囲と
した。比較のため、同様に『道草』の冒頭 15％の 510 文、『吾輩は猫である』の冒頭 10％































































  「おれ、おふくろから菓子を頼まれていた」 





















































































































































 『三四郎』｢ている｣    『道草』｢ている｣   『吾輩は猫である』 「ている」 
 ている ていた 合計 割合  ている ていた 合計 割合  ている ていた 合計 割合
Ａ-１ 2 5 7 6.0%  Ａ-１ 1 20 21 32.3% Ａ-１ 0 1 1 1.3%
Ａ-２ 7 21 28 23.9%  Ａ-２ 0 32 32 49.2% Ａ-２ 31 7 38 49.4%
Ｂ-１ 47 8 55 47.0%  Ｂ-１ 0 12 12 18.5% Ｂ-１ 0 1 1 1.3%
Ｂ-２ 22 1 23 19.7%  Ｂ-２ 0 0 0 0% Ｂ-２ 7 0 7 9.1%
C 4  4 3.4%  C 0 0 0 0% C 30 0 30 39.0%



























































































































































 次の表３は、各テクストの地の文全体の 20％の冒頭部分を調査したものである 13）。『三四



















【表３】    
「である」・「であった」
の使用 
『吾輩は猫である』   『三四郎』    『道草』 
文数  
(用例数) 
調 査 対 象全 体
に対する割合 
文数   
(用例数)
調 査 対 象全 体
に対する割合 




調査用例全体 タ形 164 17.3% 533 54.6% 647 96.9%
非タ形 784 82.7% 444 45.4% 21 3.1%




タ形 7 0.7% 35 3.6% 72 10.8%
非タ形 107 11.3% 82 8.4% 0 0.0%













































   「左へ寄つて居やはつたら、大丈夫どす、波はかゝりまへん」と船頭が云ふ。船頭
の数は四人である。真っ先なるは、二間の竹竿、続づく二人は右側に櫂、左に立つは
同じく竿である。 






























   「えゝ、行きました」 
   迷つてゐる男の鼻面を掠めて、黒い影が颯と横切つて過ぎた。男はあつと思ふ間に
先を越されて仕舞ふ。仕方がないから、 









 『虞美人草』の地の文 4607 文には、非タ形のデアル文末の文が 557 文、デアッタ文末の
98 
 
文が 16 文、「のである」文末の文が 21 文、「のであった」文末の文が 0 文であった。同じ
夏目漱石『それから』の地の文 4483 文は、デアル文末の文が 152 文、デアッタ文末の文が
257 文、「のである」文末の文が 61 文、「のであった」文末の文が 8 文であった。このよう
に、テクストによって傾向が異なっていることが認められる。『虞美人草』では、デアッタ
文末の文に比べて、圧倒的にデアル文末の文が多い。 














































『雪国』    
  であった である 合計 




合計 191 24 215
『潮騒』    
  であった である 合計 




合計 60 95 155
 
 『雪国』において、非タ形のデアル文は、作中人物の知覚にもとづいた語りが 11 例、語













































 『三四郎』は、テイル形とテイタ形がおよそ 7：3 の割合、デアル形とデアッタ形がおよ





































   「誰か病気ですか」と島田が訊いた。 
   「えゝ妻が少し」 
   「左右ですか、それは不可せんね。何処が悪いんです」 

















































例、『道草』に 3例ある。また、語り手の疑問を表したものが『道草』に 1例ある 14）。疑問
以外で引用に近いものが『三四郎』に 3例ある。「だろう」文末の文 29 例（『三四郎』25 例、

















 【53】の例を除いた 19 例の内訳は、「からだろう、ためだろう」文末の文が 4例、「ので





















   「それは珍らしい。滅多に逢へない事だ。僕も家に居れば好かつた。死骸はもう片
付けたらうな。行つても見られないだらうな」 




















 「まい」文末の文は『三四郎』だけに 2例あり、いずれも引用に近い文であった。 
 「う」文末の文は『三四郎』に 6 例、『道草』に 4 例ある。この中で、『三四郎』には引































 「ようだ」「ようだった」文末の文は、『三四郎』15 例、『道草』1例である。『道草』の 1






















   見ると、ただ輪廓のぼんやりした明るいなかに、物差の度盛がある。下に２の字が
出た。野々宮君がまた「どうです」と聞いた。「２の字が見えます」と云ふと、「今に
動きます」と云ひながら向へ廻つて何かしてゐる様であつた。 
   やがて度盛が明るい中で動き出した。２が消えた。あとから３が出る。其あとから




































 「らしい」「らしかった」文末の文は、『三四郎』28 例、『道草』17 例で、合計 45 例であ
る。『三四郎』の用例はすべて非タ形で、『道草』の用例はすべてタ形である。『三四郎』に
は 3例の引用に近い文があり、これらは検討対象としなかった。そのため、『三四郎』25 例、









   「丹青会の展覧会を御覧になつて」と聞いた。 
   「まだ覧ません」 
   「招待券を二枚貰つたんですけれども、つい閑がなかつたものだから、まだ行かず
にゐたんですが、行つて見ませうか」 
   「行つても可いです」 
   「行きませう。もう、ぢき閉会になりますから。私、一遍は見て置かないと原口さ
んに済まないのです」 
   「原口さんが招待券を呉れたんですか」 
   「えゝ。あなた原口さんを御存じなの？」 
   「広田先生の所で一度会ひました」 
   「面白い方でせう。馬鹿囃を稽古なさるんですつて」 
   「此間は鼓を稽ひたいと云てゐました。夫から――」 
   「夫から？」 
   「夫から、あなたの肖像を描くとか云つてゐました。本当ですか」 













































   袴を着けて、与次郎を誘ひに、西片町へ行く。勝手口から這入ると、茶の間に、広
田先生が小さな食卓を控へて、晩食を食つてゐた。傍に与次郎が畏まつて御給仕をし
てゐる。 
   「先生何うですか」と聞いてゐる。 











   「さう云へば貴夫、あの人に遣る御金を比田さんから借りなくつて」 
   細君は藪から棒に斯んな事を云つた。 
   「比田にそれ丈の余裕があるのかい」 
   「あるのよ。比田さんは今年限り株式の方を已められたんですつて」 
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   健三は此新らしい報知を当然とも思つた。又異様にも感じた。 
   「もう老朽だらうからね。然し已められゝば、猶困るだらうぢやないか」 
   「追つては何うなるか知れないでせうけれども、差当り困るやうな事はないんです
つて」 













   御常は歯をぎりぎり噛んだ。健三は早く彼女の傍を離れたくなつた。 










   「誰か病気ですか」と島田が訊いた。 
   「えゝ妻が少し」 
   「左右ですか、それは不可せんね。何処が悪いんです」 






















  文章中での主な機能 語る現場との関係 推量の主体 
だろう 説明 両方 一部語り手 
う 説明 （用例が少なく不明） 作中人物 
ようだ 状態描写 強いことが多い 作中人物 
ようだった 状態描写 薄い 作中人物 
らしい 説明・状態・事象 強いことが多い 一部語り手 




























































【67】  四の二 
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   9 坂下では菊人形が二三日前開業したばかりである。10 坂を曲がる時は幟さへ見え





 1 はＡの語りである。2～7 は三四郎の内心を言語化したものでＢ-２と考えられる。8 は
再びＡとなっている。1「…広い通へ出た」と 8「…遣つて来た」で事態の動きを表し、そ
の間の 2～7 は事態の動きはない。2～7 のＢ-２は、三四郎の語りを引用して挿入するよう
な形式となっている。 
 次の段落の 9～12 もＢ-２と解釈できる。9「坂下では菊人形が二三日前開業したばかり
である」や 11「今はただ声丈聞える」は三四郎の内心・知覚の言語化と考えるからである。
13～14 は、三四郎がその内容を知覚しているかどうかでＢ-１かＡかの解釈が分かれる。15
は、直前の 13～14 の内容を受けての記述である。13～14 をＡと解釈すれば 15 もＡとなり、
13～14 をＢ-１とすれば 15 はＢ-２と考えることができる。 
 13～15 をＡと考える場合は、15 の主語は「三四郎は」となる。9～12 を三四郎の立場で
記述したあと、13 から語り手がその場を説明することになっている。 



































18 と 19 はＢ-２、20 はＡと考えられる。続く 21～24 はＢ-２と考えられる。次の段落の 25










































































































































   健三は仕方なしに旨くもない海苔巻を頬張つて、好い加減煙草で荒らされた口のう
ちをもぐもぐさせた。 
   姉が余り饒舌るので、彼は何時迄も自分の云ひたい事が云へなかつた。訊きたい問
題を持つてゐながら、斯う受身な会話ばかりしてゐるのが、彼には段々むづ痒くなつ
て来た。然し姉にはそれが一向通じないらしかつた。 





































































   時計はもう一時過ぎてゐた。洋燈を消して暗闇を縁側伝ひに廊下へ出ると、突当り
の奥の間の障子二枚丈が灯に映つて明るかつた。健三は其一枚を開けて内に入つた。 
   子供は犬ころのやうに塊まつて寐てゐた。細君も静かに眼を閉ぢて仰向に眠つてゐ
た。 

















































































９）『読売新聞』（1907.1.20）に掲載された。（『漱石全集』第 16 巻：48-56） 















13）ここにあげた漱石の３テクスト作品は 1905 年～1915 年に発表されている。テクスト全






























































  非タ形 タ形 計 
である 28 12.5% 196 87.5% 224
のである 11 20.8% 42 79.2% 53
動詞 58 9.4% 557 90.6% 615
ている・てある 22 11.5% 170 88.5% 192
形容詞 16 25.8% 46 74.2% 62
推量文末 43 81.1% 10 18.9% 53
その他 11 100.0% 0 0.0% 11
計 189 15.6% 1021 84.4% 1210
【表２】『潮騒』 
  非タ形 タ形 計 
である 62 38.0% 101 62.0% 163
のである 115 72.8% 43 27.2% 158
動詞 188 14.9% 1073 85.1% 1261
ている・てある 152 52.6% 137 47.4% 289
形容詞 34 34.0% 66 66.0% 100
推量文末 28 82.4% 6 17.6% 34
その他 10 100.0% 0 0.0% 10


























































   ほら、ごらん、鳥が飛ぶ。（眼前描写） 
















































  （中略） 
























































































































































































   「ほう、大きな犬が雪隠を引つぱつて走つとる！」 


































































【17】 7 若者は力の限り泳いだ。8 巨大なものは少しずつ躙り退いて道をひらいた。9 固
い岩盤が鑿岩機に穿たれてゆくやうに。 
   10 浮標に手がふれたとき、若者は手を滑らして押し戻された。11 すると今度は幸ひ
な波が、胸をほどんど浮標にぶつけるばかりに、一息に彼を運んで、浮標に一気によ
じり登らせた。12 新治は深い息をした。13 風が彼の鼻孔と口にふさがつた。14 その瞬
間は、息も止るかと思はれ、次になすべき仕事をしばらく忘れてゐたほどであつた。 







と 16 は新治の知覚を利用した語りであるが、それ以外は語り手の立場の語りである。 
 




    （中略） 
   25 新治は力の入れどころに困つた。26 足を踏ん張らうとしても風がさういふ姿勢を
許さない。27 うつかり綱に力をとられると、海の中に引きづり込まれさうになるので
ある。28 彼の濡れた体は熱し、顔はかつかとほてり、顳顬に烈しい鼓動を打つた。 
   29 命綱を浮標に一巻きすると、作業は楽になつた。30 それに力の支点が生じて、逆
に太い命綱に新治の身がたよれるやうになつたのである。 
（『潮騒』：360-361） 


















 27 は、前の 25 と 26 の話題に対して「～のだ」と提示している。そのため、27 は、25 と




















  「いいお天気。早く帰つて、お稽古をすればよかつたわ。こんな日は音がちがふ。」 
   2 駒子は澄み深まつた空を見上げた。 
   3 遠い山々は雪が煙ると見えるやうな柔かい乳色につつまれてゐた。 
   4 島村は按摩の言葉を思ひ合わせて、ここで稽古をすればいいと言ふと、駒子は直ぐ
に立ち上つて、着替へといつしよに長唄の本を届けるやうに家へ電話をかけた。 
    （中略） 
  5「いやだわ。一番肩の張るお客さま。」と、駒子はちらつと下脣を噛んだが、三味線
を膝に構へると、それでもう別の人になるのか、素直に稽古本を開いて、 
  「この秋、譜で稽古したのね。」 
134 
 
   6 勧進帳であった。 







































































    （中略） 
  7 それゆゑ島村は悲しみを見てゐるといふつらさはなくて、夢のからくりを眺めてゐる
やうな思ひだつた。8不思議な鏡のなかのことだつたからでもあらう。 




















































































































































































   彼の頭の中には自分と丸で縁故のない或女の事が閃いた。(1)其女は昔し芸者をして
ゐた頃人を殺した罪で、二十年余も牢屋の中で暗い月日を送つた後、漸と世の中へ顔
を出す事が出来るやうになつたのである。 
   「嘸辛いだらう」 





























   「何だか明日にも危しくなりさうですな。どうも先生見みた様に身体を気にしちや
――、仕舞には本当の病気に取つ付かれるかも知れませんよ」 
   「もう病気ですよ」 










合になると何時でも此青年を気の毒に思ふ。」である。この場合、「〈 Ｂ 〉は、〈 Ａ 〉
のだ」という形にきれいにはあてはまらないが、「〈～考えられない〉のである」の〈～考
えられない〉という素材が示されたのは、前文に対してであることは理解されよう。単純





































   「君、家主の方へは借りるって、断つて来たんだらうね」 
   「えゝ、帰りに寄つて、明日引越すからつて、云つて来ました」 





























































































































































   「御飯を上がるのだと申しましたら、それでは待つてゐると仰しやつて、下に入ら
つしやいます。」 


































 調査した漱石の小説テクストの｢のだ｣文全 140 例中、前の文が話題になっているもの 77
例、挿入的解説 18 例、複数の文が話題になっているもの 13 例、離れた位置にある話題に
対して｢のだ｣文とその前のいくつかの文で素材を提示しているもの 30 例、伝聞情報 2例で
あった。｢のだ｣文の内部に話題があるもの、状況を話題としているものは確認できなかっ
た。 
 調査した『青年』の｢のだ｣文全 168 例中、前の文が話題になっているもの 80 例、挿入的
解説 6例、複数の文が話題になっているもの 16 例、離れた位置にある話題に対して｢のだ｣
文とその前のいくつかの文で素材を提示しているもの 4例、伝聞情報 14 例、｢のだ｣文の内

























































































   「それで姉さんの話つてえな、一体どんな話なんです。実は私も今日は少し姉さん
に話があつて来たんだが」 




   「だつて話せないんだもの」 
   「そんなに遠慮しないでもいゝやね。姉弟の間ぢやないか、御前さん」 


























        →かぎ括弧の部分は文の一部分として扱われている。 
  混 合 形 式―「タタミコミ式とタタミカケ式との間に、また両者の混合した形式が
ある」 
        →かぎ括弧で括った部分が中心だが、〈と……〉のような引用をあらわす
地の部分が接続していて、会話の主が変わるたびに改行されているも
のを指すらしい。 











 １ 引用構文の一部（かぎ括弧がない場合） 
 ２ 引用構文発言 
  2.1 発言の前後に地の部分がある場合 
  2.2 発言の前に地の部分がある場合 
  2.3 発言の後に地の部分がある場合 
 ３ 独立発言 
  3.1 発言を指し示す指示語が地の文にある場合 
   3.1.1 指示語が発言の前にある場合 
   3.1.2 指示語が発言の後にある場合 
  3.2 発言の引用を示す動詞(句)が地の文にある場合 
   3.2.1 引用を示す動詞(句)が発言の前にある場合 
   3.2.2 引用を示す動詞(句)が発言の後にある場合 





























   「さうですか」と云つた許りである。しばらくしてから、 




   「安岡はんの、……息子はんと違いまっか？」 
   と声をかけてきた。邦彦は雑踏の中で立ち停まり、うしろから押し寄せてくる人波
に抗いながら、 
   「ええ、安岡ですが……」 






















































































   三四郎は翻訳の意味を了した。 
  「みんな人格上の言葉になる。人格上の言葉に翻訳する事の出来ない輩には、自然が
毫も人格上の感化を与へてゐない」 
   三四郎はまだあとが有るかと思つて、黙つて聞いてゐた。所が広田さんは夫で已め
て仕舞つた。植木屋の奥の方を覗いて、 
  「佐々木は何をしてゐるのか知ら。遅いな」と独り言の様に云ふ。 











   「何うなすつて」 
   「今御宅迄一寸出た所です」 
   「さう、ぢや入らつしやい」 




   「此所で御目に掛かればそれで好い。先刻から、あなたの出て来るのを待つてゐた」 
   「御這入りになれば好いのに。寒かつたでせう」 
   「寒かつた」 
   「御風邪はもう好いの。大事になさらないと、ぶり返しますよ。まだ顔色が好くな
い様ね」 
   男は返事をしずに、外套の隠袋から半紙に包んだものを出した。 
   「拝借した金です。永々難有う。返さう返さうと思つて、つい遅くなつた」 
   美禰子は一寸三四郎の顔を見たが、其儘逆らはずに、紙包を受け取つた。然し手に
持つたなり、納はずに眺めてゐる。三四郎もそれを眺めてゐる。言葉が少しの間切れ
た。やがて、美禰子が云つた。 
   「あなた、御不自由ぢや無くつて」 
   「いゝえ、此間から其積で国から取寄せて置いたのだから、何うか取つて下さい」 
   「さう。ぢや頂いて置きませう」 
   女は紙包を懐へ入れた。其手を吾妻コートから出した時、白い手帛を持つてゐた。
鼻の所へ宛てゝ、三四郎を見てゐる。手帛を嗅ぐ様子でもある。やがて、其手を不意
に延ばした。手帛が三四郎の顔の前へ来た。鋭どい香がぷんとする。 
   「ヘリオトロープ」と女が静かに云つた。三四郎は思はず顔を後へ引いた。ヘリオ
トロープの罎。四丁目の夕暮。迷羊。迷羊。空には高い日が明らかに懸る。 
   「結婚なさるさうですね」 
   美禰子は白い手帛を袂へ落した。 
   「御存じなの」と云ひながら、二重瞼を細目にして、男の顔を見た。三四郎を遠く
に置いて、却つて遠くにゐるのを気遣い過ぎた眼付である。其癖眉丈は明確落ちつい
てゐる。三四郎の舌が上顎へ密着て仕舞つた。 
   女はやゝしばらく三四郎を眺めた後、聞兼る程の嘆息をかすかに漏らした。やがて
細い手を濃い眉の上に加へて、云つた。 
   「われは我が愆を知る。我が罪は常に我が前にあり」 



















   「此男は私の同級生です。熊本の高等学校から始めて東京へ出て来た――」と聴か
れもしない先から田舎ものを吹聴して置いて、それから三四郎の方を向いて、 
   「是が広田先生。高等学校の……」と訳もなく双方を紹介して仕舞つた。 
   此時広田先生は「知つてる、知つてる」と二遍繰り返して云つたので、与次郎は妙
な顔をしてゐる。然し、何故知つてるんですか抔と面倒な事は聞かなかつた。たゞち
に、 
   「君、此辺に貸家はないか。広くて、奇麗な、書生部屋のある」と尋ねだした。 
   「貸家はと……ある」 
   「どの辺だ。汚なくつちや不可ないぜ」 
   「いや奇麗なのがある。大きな石の門が立つてゐるのがある」 
   「そりや旨い。どこだ。先生、石の門は可いですな。是非それに仕様ぢやありませ
んか」と与次郎は大いに進んでゐる。 
   「石の門は不可ん」と先生が云ふ。 
   「不可ん？ そりや困る。何故不可です」 
   「何故でも不可ん」 
   「石の門は可いがな。新しい男爵の様で可いぢやないですか、先生」 

































































   三四郎は大いに驚ろいた。驚ろくと共に光線にどんな圧力があつて、其圧力がどん
な役に立つんだか、全く要領を得るに苦しんだ。 
（『三四郎』二の二：297） 
















   「失礼ですが、私は疳性で他人の蒲団に寐るのが嫌だから……少し蚤除の工夫を遣
るから御免なさい」 









































   「御祝儀は済んだが、○○が死んだ時後が女丈だもんだから、実は私が本屋に懸け
合ひましてね。それで年々若干と極めて、向ふから収めさせるやうにしたんです」 
   「へえ、大したもんですな。成程何うも学問をなさる時は、それ丈資金が要るやう
で、一寸損な気もしますが、さて仕上げて見ると、つまり其方が利廻りの好い訳にな
るんだから、無学のものはとても敵ひませんな」 
   「結局得ですよ」 















   「ことによると、良人では年始状位まだ出してるかも知れないよ」 



































   上から桜の葉が時々落ちて来る。其一つが籃の蓋の上に乗つた。乗つたと思ふうち
に吹かれて行つた。風が女を包んだ。女は秋の中に立つてゐる。 
   「あなたは……」 
   風が隣りへ越した時分、女が三四郎に聞いた。 
   「掃除に頼まれて来たのです」と云つたが、現に腰を掛けてぽかんとしてゐた所を
見られたのだから、三四郎は自分でも可笑しくなつた。 
（『三四郎』四の十：370） 





































   「時に姉さんは幾何でしたかね」 
   「もう御婆さんさ。取つて一だもの御前さん」 









   「あんまり古くなつて、弱つたのね」 



















   「左右ですか」 
   此大事さうに仕舞込まれてあつた書付に、兄が長い間眼を通さなかつた事を健三は
知つた。兄は又自分の弟がそれ程熱心にそれを調べてゐない事に気が付いた。 














   「先達ては」 
   兄は油気の抜けた指先で、一度解きかけた糸の結び目を元の通りに締めた。 
   「今一寸見たら此中には君に不必要なものが紛れ込んでゐるね」 























































   「それで素直に帰つて行つたんですか、あの男は。少し変ね」 
   「だつて断られゝば仕方がないぢやないか。喧嘩をする訳にも行かないんだから」 
   「丈ど、又来るんでせう。あゝして大人しく帰つて置いて」 
   「来ても構はないさ」 
   「でも厭ですわ、蒼蠅くつて」 
   健三は細君が次の間で先刻の会話を残らず聴いてゐたものと察した。 
   「御前聞いてたんだらう、悉皆」 
   細君は夫の言葉を肯定しない代りに否定もしなかつた。 
   「ぢや夫で好いぢやないか」 





























   「ことによると、良人では年始状位まだ出してるかも知れないよ」 

































   健三は膳の上から急に眼を上げた。追憶の夢を愕かされた人のやうに。 
   「丸で問題にやならない。そんな料簡は島田にあつた丈なんだから。それに己はま
だ子供だつたしね」 
   「あの人の本当の子ぢやないんでせう」 
   「無論さ。お縫さんはお藤さんの連れつ子だもの」 
   お藤さんと云ふのは島田の後妻の名であつた。 
   「丈ど、もしそのお縫さんて人と一所になつてゐらしつたら、何うでせう。今頃は」 
   「何うなつてるか判らないぢやないか、なつて見なければ」 
   「でも事によると、幸福かも知れませんわね。其方が」 
   「左右かも知れない」 
   健三は少し忌々しくなつた。細君はそれぎり口を噤んだ。 
   「何故そんな事を訊くのだい。詰らない」 
   細君は窘められるやうな気がした。彼女にはそれを乗り越す丈の勇気がなかつた。 
   「どうせ私は始めつから御気に入らないんだから……」 
   健三は箸を放り出して、手を頭の中に突込んだ。さうして其処に溜つてゐる雲脂を
ごしごし落し始めた。 




















   「不貞寐をするんだ」 
   彼は自分の小言が、歇私的里性の細君に対して、何う反応するかを、よく観察して
やる代りに、単なる面当のために、斯うした不自然の態度を彼女が彼に示すものと解
釈して、苦々しい呟きを口の内で漏らす事がよくあつた。 
   「何故夜早く寐ないんだ」 















   「②一寸上がらうにも、何うにも斯うにも忙がしくつて遣り切れないもんですから。
現に昨夜なども宿直でしてね。今夜も実は頼まれたんですけれども、貴方と御約束が
あるから、断つてやつとの事で今帰つて来た所で」 
   比田のいふ所を黙つて聴いてゐると彼が変な女を其勤先の近所に囲つてゐるといふ
噂は丸で嘘のやうであつた。 





   「③姉さんは」 
   「④それにお夏が又例の喘息でね」 
   姉は比田のいふ通り針箱の上に載せた括り枕に倚りかゝつて、ぜいぜい云つてゐた。
茶の間を覗きに立つた健三の眼に、其乱れた髪の毛がむごたらしく映つた。 
   「⑤何うです」 




   「⑥苦しさうだな」 


















































   「君の所の先生の名は何と云ふのか」 
   「名は萇」と指で書いて見せて、「艸冠が余計だ。字引にあるか知らん。妙な名を付
けたものだね」と云ふ。 
   「高等学校の先生か」 
   「昔から今日に至る迄高等学校の先生。えらいものだ。十年一日の如しと云ふが、
もう十二三年になるだらう」 
   「子供は居るのか」 
   「子供どころか、まだ独身だ」 
   三四郎は少し驚いた。あの年迄一人で居られるものかとも疑つた。 
   「何故奥さんを貰はないのだらう」 




   「ぢや細君も試みに持つて見たら好からう」 
   「大に佳しとか何とか言かも知れない」 
   「先生は東京が汚ないとか、日本人が醜いとか云ふが、洋行でもした事があるのか」 






   「三等汽車へ乗つて居つたぞ」 
   「汚ない汚ないつて不平を云やしないか」 
   「いや別に不平も云はなかつた」 
   「然し先生は哲学者だね」 
   「学校で哲学でも教へてゐるのか」 
   「いや学校ぢや英語丈しか受持つてゐないがね、あの人間が、自から哲学に出来上
つてゐるから面白い」 
   「著述でもあるのか」 
   「何にもない。時々論文を書く事はあるが、ちつとも反響がない。あれぢや駄目だ。
丸で世間が知らないんだから仕様がない。先生、僕の事を丸行燈だといつたが、夫子
自身は偉大な暗闇だ」 
   「どうかして、世の中へ出たら好さゝうなものだな」 
   「出たら好さゝうなものだつて、――先生、自分ぢや何にも遣らない人だからね。
第一僕が居なけりや三度の飯さへ食へない人なんだ」 
   三四郎は真逆と云はぬ許に笑ひ出した。 
   「嘘ぢやない。気の毒な程何にも遣らないんでね。何でも、僕が下女に命じて、先
生の気に入る様に始末を付けるんだが――そんな瑣末な事は兎に角、是から大に活動
して、先生を一つ大学教授にして遣らうと思ふ」 
   与次郎は真面目である。三四郎は其大言に驚いた。驚いても構はない。驚いた儘に
進行して、仕舞に、 









   「失例で御座いますが……」 
   女は此句を冒頭に置いて会釈した。腰から上を例の通り前へ浮かしたが、顔は決し
て下げない。会釈しながら、三四郎を見詰めてゐる。女の咽喉が正面から見ると長く
延びた。同時に其眼が三四郎の眸に映つた。 
   （中略） 
  志かも此女にグルーズの畫と似た所は一つもない。眼はグルーズのより半分も小さい。 
   「広田さんの御移転になるのは、此方で御座いませうか」 
   「はあ、此処です」 
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   女の声と調子に較べると、三四郎の答は頗るぶつきら棒である。三四郎も気が付い
てゐる。けれども外に云ひ様がなかつた。 
   「まだ御移りにならないんで御座いますか」女の言葉は明確してゐる。普通の様に
後を濁さない。 
   「まだ来ません。もう来るでせう」 
   女は志ばし逡巡つた。手に大きな籃を提げてゐる。女の着物は例によつて、分らな
い。たゞ何時もの様に光らない丈が眼についた。地が何だかぶつぶつしてゐる。夫に
縞だか模様だかある。その模様が如何にも出鱈目である。 
   上から桜の葉が時々落ちて来る。其一つが籃の蓋の上に乗つた。乗つたと思ふうち
に吹かれて行つた。風が女を包んだ。女は秋の中に立つてゐる。 
   「あなたは……」 
   風が隣へ越した時分、女が三四郎に聞いた。 
   「掃除に頼まれて来たのです」と云つたが、現に腰を掛てぽかんとしてゐた所を見
られたのだから、三四郎は自分でも可笑しくなつた。すると女も笑ひながら、 














































































わりからそれぞれ地の文 300 文１）（ただし、内容の区切りを重視して 300 文目のある章また
は節は最後まで調査したため、300 余文となっている。）を取り出し、約 1000 文ずつの調
査とした。『三四郎』は 13 章全 117 節で構成されていて、そのうち調査範囲は 22 節分であ







































































   246 開けて見ると新聞には別に見る程の事も載つてゐない。247 一二分で通読して仕
舞つた。248 律義に畳んで元の場所へ返しながら、一寸会釈すると、向でも軽く挨拶を
して、 
   「君は高等学校の生徒ですか」と聞いた。 
   249 三四郎は、被つてゐる古帽子の徽章の痕が、此男の眼に映つたのを嬉しく感じた。 
   250「ええ」と答た。 
   251「東京の？」と聞き返した時、始めて、 







   「あなたは何方へ」と聞いた。 



















































 次の【6】の 72 や 73 のようなものをⅠ過去についての語り（上記①に相当）、69～71
のようなものをⅡ具体的な時間に関わらない語り（上記②③に相当）と考える。 
 





   72 彼が遠い所から持つて来た書物の箱を此六畳の中で開けた時、彼は山のやうな
洋書の裡に胡坐をかいて、一週間も二週間も暮らしてゐた。73 さうして何でも手に





































 次の【9】の 68～70 のようなものが説明である。 
 






















れる。232 男はもう四十だらう。233 是より先もう発展しさうにもない。 
    一の六 























   154「今晩出席するだらうな」と与次郎が西片町へ這入る横町の角で立ち留つた。155
今夜は同級生の懇親会がある。156 三四郎は忘れてゐた。157 漸く思ひ出して、行く積
りだと答へると、与次郎は、 
   「出る前に一寸誘つて呉れ。君に話す事がある」と云ふ。158 耳の後へ洋筆軸を挟ん



























































96 大きな桜がある。97 二人は其下に坐つた。 





























   「だつて役に立たなくつちや何にもならないぢやありませんか」 
（※細君の発言、石出注） 
   4 生憎細君の父は役に立つ男であつた。5 彼女の弟もさういふ方面にだけ発達する
性質であつた。6 これに反して健三は甚だ実用に遠い生れ付であつた。 
  （中略） 
   10 動かない彼は、傍のものゝ眼に、如何にも気の利かない鈍物のやうに映つた。
11 彼は猶更動かなかつた。12 さうして自分の本領を益反対の方面に移して行つた。 





























































【20】 161 昨夜の事は二人共丸で忘れたやうに何にも云はなかつた。 
      五十二 



























【21】 121 姉は又非常に嘵舌る事の好な女であつた。（中略） 
   「是が己の姉なんだからなあ」 
   124 彼女と話をした後の健三の胸には何時でも斯ういふ述懐が起つた。 
   125 其日健三は例の如く襷を掛けて戸棚の中を掻きまはしてゐる此姉を見出した。 
   「まあ珍らしく能く来て呉れたこと。さあ御敷きなさい」 
   126 姉は健三に坐蒲団を勧めて縁側へ手を洗ひに行つた。 
   127 健三は其留守に座敷のなかを見廻はした。128 欄間には彼が子供の時から見覚
えのある古ぼけた額が懸つてゐた。 
（『道草』はじめ 四：11-12） 




 136 彼は自分の前に坐つた姉の顔を見ながら斯う訊ねた。 






















【23】    六の一   
   87 号鐘が鳴つて、講師は教室から出て行つた。88 三四郎は印気の着いた洋筆を振つ
て、帳面を伏せ様とした。89 すると隣りにゐた与次郎が声を掛けた。 
   「おい一寸借せ。書き落した所がある」 
   90 与次郎は三四郎の帳面を引き寄せて上から覗き込んだ。91stray sheep といふ字
が無暗にかいてある。 
   「何だこれは」 
   「講義を筆記するのが厭になつたから、いたづらを書いてゐた」 
   「さう不勉強では不可ん。カントの超絶唯心論がバークレーの超絶実在論にどうだ
とか云つたな」 
   「どうだとか云つた」 
   「聞いてゐなかつたのか」 
   「いゝや」 
   「全然 stray sheep だ。仕方がない」 
   92 与次郎は自分の帳面を抱へて立ち上がつた。93 机の前を離れながら、三四郎に、 
   「おい一寸来い」と云ふ。94 三四郎は与次郎に跟いて教室を出た。95 階子段を降り
て、玄関前の草原へ来た。96 大きな桜がある。97 二人は其下に坐つた。 
（『三四郎』六の一：420-421） 




















 98～102 は、物語場面そのものでない語りである。98 は、事物の性質を語っており、「具
186 
 



















 105 は事象の語り。106 と 107 は、三四郎が「文芸時評」を向けられたときに知覚した内
容で、状態描写である。108 は、106 の内容についての説明、109 は 107 についての説明で
ある。110 は事象の語りである。111 は、110 で「与次郎の顔を見た」とあるのに対して、






【26】 114「己が書いたんだ」と云ふ。115 三四郎は成程さうかと悟つた。 
   「僕等が菊細工を見に行く時書いてゐたのは、是か」 
   「いや、ありや、たつた二三日前ぢやないか。さう早く活版になつて堪るものか。
あれは来月出る。これは、ずつと前に書いたものだ。何を書いたものか標題で解るだ
らう」 
   「広田先生の事か」 
   「うん。かうして輿論を喚起して置いてね。さうして、先生が大学へ這入れる下地
を作る……」 
   「其雑誌はそんなに勢力のある雑誌か」 
   116 三四郎は雑誌の名前さへ知らなかつた。 




   「何部位売れるのか」 
   119 与次郎は何部売れるとも云はない。 
   120「まあ好いさ。書ゝんより増しだ」と弁解してゐる。 
（『三四郎』六の一：422-423） 
 114 と 115 は事象の語り。その後、与次郎の論文についての会話となる。116 は会話の最
後の部分についての説明となっているが、「知らない」という三四郎の状態描写としておく。
117 は事象の語り。118 は「～せざるをえない」という説明的状態と考えたい。119 と 120
状態描写である。 











の 103 文以降から用例を採取した。 
 










 103～109 は物語場面そのものでない語りである。103～107 は、「具体的な時間に関わら






















【29】   四 




   121 姉は又非常に饒舌る事の好な女であつた。122 さうして其喋舌り方に少しも品位
といふものがなかつた。123 彼女と対坐する健三は屹度苦い顔をして黙らなければなら
なかつた。 
   「是が己の姉なんだからなあ」 
   124 彼女と話をした後の健三の胸には何時でも斯ういふ述懐が起つた。 
（『道草』四：11） 
 116～124 も、物語場面そのものでない語りで、「具体的な時間に関わらない語り」である。
「姉」の解説として機能している。次の 125 から再び物語場面の語りとなる。 
 
【30】125 其日健三は例の如く襷を掛けて戸棚の中を掻きまはしてゐる此姉を見出した。 
  「まあ珍らしく能く来て呉れたこと。さあ御敷きなさい」 
 126 姉は健三に坐蒲団を勧めて縁側へ手を洗ひに行つた。 






























   「近頃は身体の具合はどうです。あんまり非道く起る事もありませんか」 
   136 彼は自分の前に坐つた姉の顔を見ながら斯う訊ねた。 





   137 健三は些少ながら月々いくらかの小遣を姉に遣る事を忘れなかつたのである。 
   「少し痩せた様ですね」 
   「なに是や私の持前だから仕方がない。昔から肥つた事のない女なんだから。矢ツ
張り癇が強いもんだからね。癇で肥る事が出来ないんだよ」 
   138 姉は肉のない細い腕を捲つて健三の前に出して見せた。139 大きな落ち込んだ彼
女の眼の下を薄黒い半円形の暈が、怠さうな皮で物憂げに染めてゐた。140 健三は黙つ
て其ぱさぱさした手の平を見詰めた。 
   「でも健ちやんは立派になつて本当に結構だ。御前さんが外国へ行く時なんか、も
う二度と生きて会ふ事は六づかしからうと思つてたのに、それでもよくまあ達者で帰
つて来られたのね。御父さんや御母さんが生きて御出だつたら嘸御喜びだらう」 












になっている。140 は、138 の内容を受けての事象の語りである。発言のあとの 141 は状態
描写である。 




























 『道草』のはじめ・中間・おわりのそれぞれ 300 余文を合計した 976 文中、物語場面そ
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のものを語る語りは 517 文で、物語場面そのものを語らない語りは 459 文であった。同様




状態・説明の量的な割合は、ともに事象 57～60％、状態 32～35％、説明約 8％で顕著な差






























ターンである。そのような用例は、1.9.2 で示した「はじめ・中間・終わり」の 976 文の中








体的出来事に反映している例も 4カ所観察され、文数の合計として 31 文あった。 











 1.9.2 で示した 976 文中で、連想によって過去の内容に移行するのは 8 カ所で、そのと















   彼は独り言を云つて、草花の模様丈を不透明に擦つた丸い葢の隙間を覗き込んだ。 











   損をするといふ事が彼には何よりも恐ろしかつた。さうして目に見えない損は幾何
しても解らなかつた。 
   （中略） 




















































































     一の二 















































   「此室は大変好い香がする様だが、御前の頭かい」と聞いた。 
   「僕の頭の見える前からでせう」と答へて、昨夜の香水の事を話した。兄は、落ち
付いて、 
   「はゝあ、大分洒落た事をやるな」と云つた。 
     一二の四 




































   「さあ是で好い」と代助は鋏を洋卓の上に置いた。三千代は此不思議に無作法に活
けられた百合を、しばらく見てゐたが、突然、 
   「あなた、何時から此花が御嫌になつたの」と妙な質問をかけた。 
























   いま一遍は、愈新聞の方が極まつたから、一晩緩り君と飲みたい。何日に来て呉れ
といふ平岡の端書が着いた時、折悪く差支が出来たからと云つて散歩の序に断わりに
寄つたのである。（中略） 
   三遍目には、平岡の社へ出た留守を訪ねた。其時は用事も何もなかつた。約三十分
許り椽へ腰を掛けて話した。 




















 1.9.2 で検討した『道草』976 文での「過去の語り」は 16.9％、『それから』の全文調査







































     一三の九 




















































































     一四の三 







































  （中略） 









  （中略） 






































108 文、2章 147 文、3章 253 文、4章
195 文、5章 185 文、6章 221 文、7章
207 文、8 章 279 文、9 章 168 文、10



















































































































































るのは、「風呂の後」12、「停留所」36、「報告」14 の 62 章分で、全体の半分超となってい




















「停留所 29」に「この陰鬱な師走の空気」とあり、冒頭のあたりは 11 月頃と推測される。










































1 1 15 29 1
2 2 16 30 2
3 3 17 31 3
4 4 18 32 4
5 5 19 33 5
6 6 20 34 6
7 7 21 35 7
8 8 22 36 8
9 9 23 9
10 10 24 10
11 11 25 11











































    十（※章が変わる 石出注） 





















































































































































































               ――敬太郎の興味と必ずしも同じではない。 
               ――語り手の立場での語りが多い。 
 ○敬太郎の興味の強い部分が詳しい。 
               ――敬太郎の興味に従った語り 













   「何でも遣ります」 
   「何でも遣りますつたつて、まさか鉄道の切符切も出来ないでせう」 
   「いえ出来ます。遊んでゐるよりは増しですから。将来の見込のあるものなら本当
に何でも遣ります。第一遊んでゐる苦痛を逃れるだけでも結構です」 
   「さう云ふ御考なら又私の方でも能く気を付けて置きませう。直といふ訳にも行き
ますまいが」 
   「どうぞ。――まあ試しに使つて見て下さい。貴方の御家の――と云つちゃ余り変
ですが、貴方の私事にででも可いから、一寸使つて見て下さい」 
   「そんな事でも為て見る気がありますか」 
   「あります」 
   「それぢや、殊に依ると何か願つて見るかも知れません。何日でも構いませんか」 
   「ええ成るべく早い方が結構です」 





































































































































































の量に相当（文庫本 15 頁程度）し、はじめ、中間、おわりを合計し約 1000 文とする
ことで、大まかな傾向を知ることができると考えた。ただし、内容の区切りを重視し











６）『道草』では、はじめが事象 61.8％・状態 29.9％、中間が事象 59.5％・状態 29.9％
であるのに対して、『三四郎』では、はじめが事象 53.9％・状態 40.9％、中間が事象
54.7％・状態 37.3％であった。 







































































 Ａ 現在（語る時点）の自分の立場で当時（出来事の時点）を語る。 
   ―想定される受信者に対して語る。あるいは自分に言い聞かせるように語る。 
 Ｂ 当時の自分の立場で語る 
   ―想定される受信者に対して語る。 
 Ｃ 当時の自分になりきったように語る。 
   ―当時を現在とする受信者に対して語る。 









          ―作中人物の知覚を情報源として語る･････Ｂ-１知覚利用の語り① 
作中人物が語る形式――作中人物が言語化していない内容･･･････Ｂ-２知覚利用の語り② 















































































































































































































































































































































































































































































































  (一)字体 
    ａⅰ平仮名のうち、「か、く、こ、し、す、た、な、に、は、よ、り、れ、わ」な
どは変体仮名で書かれることがあるが、翻刻するにあたってはすべて通行の
字体を使用する。 
    ｂⅰ原則として、常用漢字表・人名漢字表に定められている字体（新字体）を使
用する。 
     ⅱ右の表に含まれない漢字については、現存正字体として一般に通行している
字体を使用する。 
     ⅲ異体字、譌字、略字（書き文字）は使用しない。 
  (二)用字・表記について 
    ａ固有名詞について 
     ⅰ人名。地名などの現実の固有の表記は、原則として底本にある表記に従う。 
     ⅱ登場人物名または呼称が誤記されたときは訂する。 
    ｂ漢字の文字遣い・漢字熟語について 
     ⅰ原則として底本の表記に従う。 
     ⅱ以下の場合に修訂を施すことがある。 
      イ漢籍由来の漢語や仏教語で、誤記（誤植）・当て字と判断されるとき 
      ロ偶然の誤記とは思われない表記のうちで、一般の慣用と異なる場合 
      ハ意味は通じるが、音としての読みが一般になじまない熟語 
    ｃ仮名遣いについて 
     ⅰ仮名遣いは、原則として底本の表記に従う。衍字や欠字は修訂する。 





















  「髭を濃く生やしてゐる。面長の瘠せぎすの、どことなく神主じみた男であった」 
（全集）（『三四郎』：284） 




出した。」                    （全集）（『それから』：70） 
  「けれども二人の事が何だか気に掛る。ことに細君のことが気に掛るので一寸顔を出







122～123 ページの 1 ページ強の部分に 7 例が、単行本になったときには、非タ形文末か
らタ形文末に直されている。詳しくは、次のようである。 
  85～86 ページは、「六の二」の冒頭部分で、主人公代助の日常的な思考状態が語られて
いる。「てゐない」「てゐる」6例と「である」2例がタ形に直されている。 
  91～92 ページは、「六の四」の冒頭部分で、代助が友人の平岡の家を訪れたときの、そ
の家の外観についての印象が語られている。「てゐる」1 例と「である」3 例がタ形に直
されている。 
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